
広報きたあきた　21.　2.　17 6広報きたあきた　21.　2.　1

阿仁病院の診療所移行に係る住民説明会／市長日誌

　
北
秋
田
保
健
所（
豊
島
優
人
所
長
）が
主

催
す
る「
精
神
障
害
者
の
理
解
促
進
講
座
」

が
１
月
13
日
、
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
約
50
人
の
参
加
者
が
、
精
神
保

健
に
携
わ
る
専
門
家
の
講
演
や
意
見
交
換

で
精
神
障
害
者
の
自
立
や
地
域
支
援
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

　
県
で
は
「
精
神
障
害
者
退
院
促
進
支
援

モ
デ
ル
事
業
・
支
援
事
業
」全
県
で
実
施
し

て
お
り
、
入
院
患
者
の
社
会
復
帰
を
目
指

し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
開
会
に
あ
た
り
、豊
島
所
長
が「
精
神
障

害
患
者
は
10
年
前
と
比
べ
約
２
倍
。
県
で

は
、
現
在
約
９
０
０
人
と
推
計
さ
れ
て
い

る
入
院
患
者
の
う
ち
、
約
４
０
０
人
の
地

域
移
行
を
目
標
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
地
域
で
の
受
け
入
れ
に
は
住
民

の
理
解
が
不
可
欠
。
一
人
で
も
多
く
の
患

者
さ
ん
が
、
地
域
に
戻
れ
る
よ
う
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。 

　
こ
の
後
、
秋
田
大
学
医
学
部
保
健
学
科

の
米
山
奈
奈
子
准
教
授
が
「
障
が
い
を
抱

え
る
仲
間
と
と
も
に
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ

く
る
〜
精
神
障
が
い
の
理
解
と
お
つ
き
あ

い
の
コ
ツ
」と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。 

　
米
山
准
教
授
は
「
精
神
障
害
を
抱
え
た

人
は
、『
特
別
な
人
に
起
こ
る
病
気
な
の
で

は
』『
事
件
を
起
こ
し
た
り
す
る
危
険
な

人
で
は
』
な
ど
と
、
誤
解
、
偏
見
や
差
別
の

対
象
と
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
る

が
、こ
れ
は
、病
気
に
つ
い
て
良
く
理
解
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
原
因
」
と
切

り
出
し
、患
者
数
な
ど
の
統
計
数
値
や
、病

気
の
類
型
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
「
誰
も
が
こ
こ
ろ
の
病
気
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。し
か
し
、地
域
で
人
々
が

孤
立
せ
ず
つ
な
が
っ
て
い
る
感
覚
を
信
じ

ら
れ
る
人
間
関
係
が
あ
る
と
、病
気
で
あ
っ

て
も
障
害
が
あ
っ
て
も
何
と
か
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
」
と
地
域
で
の
理
解
が

課
題
解
決
の
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
訴

え
て
い
ま
し
た
。 

▲約５０人の参加者が講演や意見交換で理解

を深めた「精神障害者の理解促進講座」 

　
木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
実
証
プ

ラ
ン
ト
の
安
全
祈
願
式
が
ク
リ
ー
ン
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
で
行
わ
れ
、研
究

所
員
や
県
、
市
の
関
係
者
ら
約
30
人
が
建

設
ま
で
の
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
当
施
設
は
、
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合

研
究
所
が
、林
野
庁
に
よ
る
平
成
20
年
度

森
林
資
源
活
用
型
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
創

造
対
策
事
業
に
お
い
て
、「
木
質
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
製
造
シ
ス
テ
ム
構
築
の
実
証
事

業
」を
行
う
た
め
、市
内
坊
沢
の
市
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
実
証
プ
ラ
ン
ト

と
し
て
設
置
す
る
も
の
で
す
。 

　
実
証
事
業
は
、東
京
大
学
、早
稲
田
大
学
、

秋
田
県
立
大
学
と
共
同
で
行
い
、
秋
田
県

お
よ
び
北
秋
田
市
が
協
力
し
、
平
成
20
年

度
か
ら
24
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
わ
た
り

技
術
実
証
及
び
施
設
改
良
を
行
い
ま
す
。 

　
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
原
料
は
、
食
糧

と
競
合
す
る
恐
れ
が
な
い
ス
ギ
林
地
残
材

等
を
用
い
ま
す
。実
証
プ
ラ
ン
ト
で
は
年
間

１
２
５
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
規
模
で
生
産
を

行
い
、５
年
後
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
１
ト
ン

当
た
り
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
２
５
０
リ
ッ

ト
ル
の
収
率
、お
よ
び
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り

１
０
０
円
の
生
産
コ
ス
ト
実
現
を
目
指
し

ま
す
。 

　
こ
の
事
業
は
、
北
秋
田
市
が
農
林
水
産

省
に
提
案
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。  

　
こ
の
日
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
敷
地

内
で
行
わ
れ
た
安
全
祈
願
式
で
は
神
事
の

あ
と
、
亀
井
俊
水
森
林
総
合
研
究
所
理
事
、

岸
部
市
長
ら
が
く
わ
入
れ
を
行
い
、
工
事

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
神
事
を
終
え
た
亀
井
理
事
は
「
当
研
究

所
が
、
つ
く
ば
市
（
茨
城
県
）
の
研
究
所
を

離
れ
て
実
証
実
験
を
す
る
の
は
初
め
て
の

こ
と
で
、
研
究
所
の
力
量
と
努
力
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。事
業
を
通
し
て
、こ
の

地
域
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
と
幸
い
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

▲工事の安全を祈りくわ入れを行った「木質バ

イオエタノール製造実証プラント安全祈願式」 

木質バイオエタノール製造実証施設安全祈願式／精神障害者の理解促進講座

木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
実
証
プ
ラ
ン
ト
安
全
祈
願
式

森
林
を
育
て
、地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
利
用

　
市
立
阿
仁
病
院
の
診
療
所
移
行
に
係
る

阿
仁
地
区
住
民
へ
の
説
明
会
が
16
日
、
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
と
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
２
箇
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
住
民
お
よ
そ
１
２
０
人
が
出
席
し
た
説

明
会
で
は
、
岸
部
市
長
や
伴
病
院
長
ら
の

挨
拶
の
あ
と
、
担
当
職
員
が
こ
れ
ま
で
の

病
院
の
歩
み
や
経
営
状
況
の
推
移
、
21
年

度
の
診
療
体
制
計
画
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。 

 

現
在
、
60
床
の
病
床
を
休
床
し
、医
師
３

人
の
も
と
に
内
科
、外
科
、歯
科
の
３
科
に

加
え
、
秋
田
大
学
病
院
か
ら
内
科
と
整
形

外
科
の
出
張
診
療
が
そ
れ
ぞ
れ
週
１
回
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
21
年
度
の
10
月
か
ら

の
診
療
所
計
画
は
、病
床（
当
初
計
画
で
19

床
）
を
設
置
で
き
な
い
も
の
の
こ
れ
ま
で

の
診
療
体
制
を
そ
の
ま
ま
に
継
続
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。 

　
質
疑
で
は
住
民
か
ら「
地
域
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
維
持
の
た
め
有
床
に
で
き
な
い
か
」、

「
入
院
を
確
保
し
て
欲
し
い
と
す
る
地
域

住
民
３
２
０
０
人
の
署
名
・
陳
情
に
応
え

て
欲
し
い
」な
ど
と
、阿
仁
地
域
か
ら
入
院

病
床
が
無
く
な
る
こ
と
へ
の
懸
念
の
声
が

数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
て
市
長
は
「
医
師
確
保
が

極
め
て
困
難
な
の
に
加
え
、
コ
ス
ト
も
膨

ら
ん
で
経
営
を
圧
迫
す
る
」
、「
入
院
確
保

の
た
め
の
医
師
の
招
聘
に
努
力
し
た
が
、

状
況
が
厳
し
く
残
念
で
あ
る
」
な
ど
と
、 

住
民
要
望
を
重
く
受
け
止
め
つ
つ
も
、
医

師
不
足
や
財
政
事
情
と
い
っ
た
課
題
が
大

き
い
こ
と
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
診
療
所
移
行
の
時
期
を
４
月
か

ら
10
月
に
変
更
し
た
理
由
に
つ
い
て
市
長

は
、「
国
に
よ
る
公
立
病
院
支
援
関
連
の
政

策
決
定
が
ず
れ
込
ん
で
、そ
の
結
果
を
待
っ

て
か
ら
の
移
行
と
し
た
方
が
良
い
と
判
断

し
た
」と
答
え
、国
の
新
た
な
医
療
機
関
へ

の
財
政
支
援
策
を
受
け
て
、
市
民
病
院
の

開
院
と
合
わ
せ
た
新
た
な
阿
仁
診
療
所
の

ス
タ
ー
ト
と
な
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。 

▲１２０人が出席した阿仁病院の診療所移

行に係る阿仁地区住民への説明会 

◇
１
月
１
日
〜
15
日 

市
長
日
誌 

▲北秋田市出初式観閲台で（１/４） 

２
日（
金
）▽
大
太
鼓
叩
き
初
め
に
参
加（
大
太
鼓
の
館
） 

４
日（
日
）▽
北
秋
田
市
消
防
出
初
式
で
統
監（
阿
仁
支
所
） 

５
日（
月
）▽
年
頭
の
訓
示（
市
役
所
）▽
年
頭
の
訓
示（
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
）▽

年
頭
の
訓
示（
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
） 

７
日
（
水
）
▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
議
会
議
員
全
員
協
議
会
に
出
席

（
公
立
米
内
沢
病
院
） 

８
日（
木
）▽
北
秋
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員
発
表
会
に
出
席（
文
化
会
館
）▽
鷹
巣

地
区
新
春
交
流
会
に
出
席（
中
央
公
民
館
） 

９
日（
金
）▽
合
川
地
区
新
春
交
流
会
に
出
席（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
） 

10
日（
土
）▽
北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊
連
合

会
査
閲
式
に
出
席（
合
川
支
所
）▽
北

秋
田
地
区
防
犯
指
導
隊
連
合
会
査
閲

式
に
出
席（
合
川
支
所
） 

13 
日（
火
）▽
木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造

シ
ス
テ
ム
実
証
プ
ラ
ン
ト
地
鎮
祭
に

出
席（
緑
ヶ
丘
地
内
） 

15
日（
木
）▽
阿
仁
森
吉
地
区
新
春
交
流
会
に

出
席（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

 

２月１日～７日 ２月１日～７日 

　
私
た
ち
が
毎
日
積
み
重
ね
て
い
る
、
食
事
、
運
動
、
休
養
、
喫
煙
、
飲
酒

な
ど
の
生
活
習
慣
の
影
響
を
う
け
て
発
症
し
た
り
、
進
行
す
る
病
気
の
総
称

を
「
生
活
習
慣
病
」
と
い
い
ま
す
。
主
な
生
活
習
慣
病
に
は
、
が
ん
・
脳
卒

中
・
心
臓
病
・
糖
尿
病
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
、
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
改
善
す
る
こ
と
で
予
防
が
で
き
ま
す
。 

生
活
習
慣
病
予
防
週
間
〜
自
分
流
楽
し
く
続
け
る
健
康
づ
く
り 

阿
仁
地
区
住
民
に
説
明
会
を
開
催

阿
仁
病
院
の
﹁
診
療
所
﹂
移
行
は
10
月
に

精
神
障
害
者
の
理
解
促
進
講
座

地
域
の
理
解
で
精
神
障
害
者
支
援
を


